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キムネクロナガハムシＢｒｏ"tjspalo7ZgjssjmqGestro

(鞘翅目：ハムシ科)に関する若干の生物学的知見

山内政栄

（琉球産経株式会社）

SeieiYAMAucHI：SomeBiologicalNOtesoftheBγ0〃ノハクα

/0"gjW籾czGestro（Coleoptera：Chrysomelidae）

はじめに 縄県農業試験場の藤崎憲治博士に深く感謝申し上げる。

また文献を招介していただいた琉球大学農学部教授東

清二博士，沖縄県林業試験場の具志堅允氏，調査に協

力してくださった琉球産経株式会社の111満恵清氏，並

びに山人端正一氏に厚くお礼申し上げます。

キムネクロナガハムシＢ７０〃〃Spaノ0"gjss2”α

（Gestro）はジャワ,セレベス，モルッカ諸島，ニュ

ーギニア，ビスマルク諸島，ソロモン諸島，ニューヘ

ブリドス，ニューカレドニア，タヒチに分布するハム

シ科のHispinae亜科に属する昆虫で，成虫，幼虫と

もにヤシ類の新葉の未展開部を加害する(Ｌｅｐｅｓｍｅ

ｌ９４７，Ｇｒｅｓｉｔｔｌ９５７，Ｌｅｖｅｒｌ９６９）。

沖縄県では１９７８年１月に北谷町砂辺で初めてココ

ヤシより発見された（東・金城１９７８）。その後しだ

いに分布を拡大し，現在では沖縄本島全域と石垣島，

西表島，与那国島，宮古島で発生が確認されている。

本種はヤシ類の中でも特にココヤシを好んで加害す

る。被害にあったヤシは新葉部が褐変枯死するため，

しだいに樹勢が衰え枯死するか，枯死に至らずとも緑

化木としての景観が著しく損われる。緑化木として需

要の高いヤシ類を保護する意味からも本種の生態を明

らかにし，効率的な防除法の検討が望まれる。

筆者は本種の生態調査の一環として，１９８１～１９８２

年にかけて』恒温器を用いて飼育し，生活史の特徴につ

いて若干の知見を得た。ここにその結果を報告する。

本稿をまとめるにあたり，懇切丁寧な御指導をいた

だいた農水省農業環境技術研究所の法橋信彦博士，沖

材料および方法

１．齢期間および齢数

１９８１年９月に那覇市内の民家のココヤシより成虫

を採集し，直径９cm，高さ６cmの腰高シャーレにココ

ヤシの新葉の葉片を餌として）シャーレあたり10～１５

頭の成虫を放飼して飼育，産卵させた。これらの卵を

直径９cmのシャーレの底に敷いた適度に湿らせたろ紙

上に置き，ふ化させた。ふ化幼虫は内径18ｍの大型試

験管を用い，個体飼育し，毎日観察を行って脱皮日を

記録した。餌としてココヤシの未展開葉を用い，２～

３日おきに取りかえた。脱皮１日以内の幼虫は実体顕

微鏡下で頭幅を測定した。飼育はすべて20士１℃また

は27±１℃の｣恒温器内で自然日長下で行った｡

２．成虫の寿命および産卵経過

上記の飼育とは別に採集した蝿から羽化した成虫を

内径18mmの大型試験管で雌雄１対の区と雌単独区に分

けて飼育し，雌成虫の羽化から死亡に至る間の経時的

産卵数と卵のふ化率を調査した。飼育は27±１℃の一

定温度下で行い，調査は原則として毎日行った。

３．内的自然増加率

２７±１℃下の飼育における卵から成虫羽化までの各

ＲｙｕｋｙｕＳａｎｋｅｉＣｏ，Ｌｔｄ５８６Ｔａｋａｙａｓｕ，

Ｔｏｍｉｇｕｓｕｋｕ－ＳｏｎＯｋｉｎａｗａＪａｐａｎ９０１
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齢期間と生存率および雌成虫の日ごとの生存曲線(/工）

と，雌あたりの産卵曲線(加工）データに基いて内的自

然増加率を算出した。すなわち，純繁殖率をＲ･＝二

／ＺｍＪＺ，１世代の平均期間をＴ＝エノエ加工として求

め，内的自然増加率をｒ＝ＩｎＲｏ／Ｔとして推定した。

を第１表に示す。どの温度区でも蝿化するまで４齢，

５齢および６齢を経過する３つの齢型が出現した。２７

℃飼育区では４齢型が23％（＝８／35），５齢型が７４

％（＝26／35），６齢型が３％（＝ｌ／35）出現し，

20℃飼育区では４齢型が４０％（＝８／２０），５齢型が

55％（＝11／20），６齢型が５％（＝１／20）出現した。

これら２つの温度区で３つの齢型の出現率の有意性を

２×３分害||表によりＧ検定した結果，Ｇ＝２１２（Ｐ＞

０１）で有意差はなかった。

結果

1．齢期間および齢数

２０℃と27℃下で飼育した幼虫の経過齢数と各齢期間

第１表幼虫の経過齢数と各齢期間

２７±１℃飼育区

敵L品jC」

齢’６標

０．４１６３＋０

【
』

１５１３４９＋1８

[ｌｆ 〕９１９．４ ８１１６

１６１３６
FV

L｣

５齢

注）卵期間；３．８士0.4（、＝34）

20士１℃飼育区

性
別 齢

２齢

10.0±１．０

期

３

間（日，平均士標準偏差）
羽化成
虫数

齢型 合計
１齢 ３齢

133±２１

１４．６±３．６

１０．３±2.3

11.8士1９

４齢

２８０土２６

２５．２±７．４

蝿

１１．３±0.6

13.6±４．７

１Ｌ８±１．０

１２．０

１２

７１３００

蝋型臣
８．７士１．５

－

１０．４士１．５

３

9.2±１．３

論■Ⅱ

９
’
６

9.5±０．８

９．４士０．５

９

9.2±０．８ 2１１１５±１．８

１２．０±１．４

１１

６
’
５

鯨
9.4±０．９

１０ 堅壽;ﾕﾄ三７ １

注）卵期間；９９±０９（、＝15）

２７℃飼育区では齢型によって出現する成虫の性比に １齢期間，２齢期間および蝿期間は齢型によってあ

違いが認められた。すなわち，４齢型から羽化した成まり差が認められなかったが，齢数の少ない４齢型の

虫では雄が多く，５齢型から羽化した成虫では雌が多４齢期間は５齢型に比べ２倍以上の日数j5E要した。そ

く出現し，この傾向は有意であった（湖＝４０８７，のために，１齢期から成虫羽化までの所要日数には殆

｡｛＝１，０．０２５＜ｐ＜００５）。しかし20℃飼育区ではんど差が認められなかった。また，同一齢型でも雌に比

２つの齢型間の雌雄の出現率に有意差は認められなかべ雄の所要日数が１～３日長くなった。卵期間は27℃

っ犬。各齢型を込みにした性比は２つの温度区でｌ：飼育区で３．８±０４（日，、＝３４），２０℃飼育区で９９

１に極めて近かった。土０９（Ｕ，、＝１５）であった。

第２表幼虫各齢の頭幅

齢別 ｌ齢 ２齢

０．８２０士０．０５３

３齢 ４齢

~鯏亙頭幅（,､､）’０．５９７士００１
_LQ994ioo581Lmmo37

調査個体 数 ９ ７ 11 ９
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区が16.7±２７日となり雌単独区の方がやや短かかっ

た。雌の平均寿命は雌雄１対区の３１２８士７７．７日に対

し，雌単独区は２０３９士５６８日となり，雌単独区がか

なり短命であった。産卵開始から死亡に至る間の１雌

当り平均産卵数は雌雄１対区が１５９４±５１９個に対し

て，雌単独区が１６７９±３４１個で，平均寿命に約１０９

日の差があったにもかかわらず，産卵数には殆んど違

いが認められなかった。

２７℃飼育区の幼虫頭幅の測定結果を第２表に示す＿

今回は測定個体数が少なかったため各齢型を込みにし

て表わした。各齢の頭幅間には有意差が認められた。

２．成虫の寿命と産卵経過

羽化成虫を雌雄１対の区と雌単独区に分けて飼育し

たときの産卵前期間，１雌当り平均産卵数および雌の

平均寿命を第３表に示す。産卵前期間は雌雄１対区

が１９．９（平均値）±５．１（標準偏差）日に対し，雌単独

第３表雌雄１対および雌単独で飼育した時の産卵前期間，

１雌当り平均産卵数および雌の平均寿命

調査個体数

１９

１２

雌の平均寿命

３１２．８±７７．７

２０３．９±５６．８

雌十雄

雌単独

雌雄１対区の雌の生存曲線（/工）と産卵数／９／

日で示した産卵曲線伽工）を第１図に示す。生存曲

線は典型的な凸型でゆるやかに減少し産卵曲線は産卵

開始直後の短期間に約２卵／ｇ／日のピークが見られ

たが，その後は約１卵／，／日のピークが断続する波

型の産卵推移を示しつつ除々に低下していった。

卵のふ化率の推移は羽化日から４００日目までを１００

日間隔に区切り，１００日毎にまとめて示した。（第４

表）。その結果，成虫の曰齢の経過にともなうふ化率

の低下は極めて小さかった。なお，雌単独区から採卵

した卵は全くふ化しなった。

第４表雌成虫曰齢の経過と卵のふ化率

修正した仁と加工曲線から27±１℃の温度条件下で

飼育したキムネクロナガハムシの内的自然増加率を算

出した。その結果１，１世代繁殖率Ｒｏ＝５３０，１世代

平均期間Ｔ＝１８９．４日となった。これから内的自然増

加率「＝ＩｎＲｏ／Ｔ＝００２１／９／日なった。個体数の

指数的増加と安定齢構成の仮定のもとで，個体数が２

倍になるまでに要する期間（doublingtime）の推

定値をｔｄ＝１，２／ｒとして求めたところ，ｔｄ＝３３０

日となり，好適条件下での個体数の倍加速度はゆるや

かであると言える。

考察

ヒロ|l数 ふ化率勵

７４．６

７６．８

雌成虫の日齢

０～１００

１０１～２００

２０１～３００

３０１～４００

キムネクロナガハムシの生物学的特性を知るため室

内飼育を試みた結果，幼虫期には４齢，５齢および６

齢型の３つの脱皮多型が見られた。２０℃と27℃条件下

の個体飼育において，３つの齢型の出現率には有意差

がなく，両者をこみにすると３型の出現率は５齢型

（３７％)＞４齢型（２９”＞６齢型（４％）の|||間にな

った。また，２７℃では４齢型に雄が，５齢型に雌が多

く出現し，この雌雄の出現率の差は有意であった。し

かし，２０℃では両型に雌雄の出現率のちがいは認めら

れなかった。幼虫期における齢数の変異(脱皮多型)は，

特にバッタやイナゴ類の相変異との関連でUvarov

（１９６６，１９７７）に詳しい。また，鱗翅目の蛾類には

脱皮多型の事例が多く，例えば我が国では，クサシロ

７１０

６９．８4３

雌単独区の生存曲線（/工）と産卵曲線（加工)を第

２図に示す。生存曲線は凸型であるが，雌雄１対区に

比べ，約１５０日前後から生存率が急速に低下した。一

方，産卵曲線の値は雌雄１対区に比べて約120日頃ま

でおしなべて高く，羽化後50日前後に約３卵／９／日

のピークが見られた。

３．内的自然増加率

雌成虫の生存曲線を卵から成虫羽化までの牛存率で
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高橋，１９８４），ハスモンヨトウSPodoP/eγα/伽γ

（Miyashita，１９７１：山中ら，１９７５）等の報告があ

り，沖縄のセスジツチイナゴＰα/α"ｇａｓ"cc/"cｊａ

ヨトウＬｅｚＢｃａＭｚ/ｏγeｙｊ（Hirai，１９７５），コブノ

メイガＣ"αクノjα/0ｃγoczs腕eaj"αﾉハ（和田，１９７９）

ミツモンキンウワバＰ/"Ｍｚａｇ"αtcz（山中・藤吉．

1００

０５

生
存
率
（
％
）

２ 産
卵
数
／
○
十
／
日

１

4００1００ 3００２００

成虫羽化後の日数

第１図雌雄対で飼育した雌成虫の生存曲線と産卵数／９／日

1００

生
存
率
（
％
）

産
卵
数
／
９
／
日

２5０

１

1１１

lＯＯ 2００ 3００

成虫羽化後の日数

第２図雌単独で飼育した時の生存曲線と産卵数／ｇ／日
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TemperatureandDensityontl1eDeveropmento（

ｔｗｏＬｃ"czJ"iαspecies，Ｌ、／ｏｒｃｖｉＤｕｐ・ａｎｄＬｓｑＰα/･aZa

Walker(Lepidoptera：Noctuidae）ApplEntZool

lO(3)：234-237.

4．HokyQNandFujisakLKl984Morphometric

CharactersofOverwinteringAｄｕｌｔｓｏｆｔｈｅＢｏｍ‐

bayLocustoノつtJtα"gzIls"cα"cta（Ｌ）（Orthoptera：

Cvrtacanthacridinae）inOutbreakAreasofOkina‐

waApplEntZooL19(2)：170-174

５．ＬｅｐｅｓｍｅＰｌ９４７、LesinsectesdesPalmiers・

PaulLechevalie正Paris

6．Lever、ＲＪＡＷｌ９６９Ｐｅｓｔｓｏ（theCoconut

PalmFAOAgriculturalStudies77：１０７－１０９

７．MiyashitaKl971EffectsofConstantand

AlternatingTemperaturesontheDevelopmento（

1SPO”telp／〃ｍＦ（Lepidoptera：Noctuidae）

ＡｐｐＬＥｎｔＺｏｏＬ６：ｌＯ５－ｌｌｌ

８．Uvarov、B1966GrasshoppersandLocustA

HandbookofGeneralAcridology・ｖｏＬＬＣａｍ－

ｂｒｉｄｇｅＵｎｉｖ・Press，Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ４８８ＰＰ

９．Uvarov、Ｂ１９７７．GrasshoppersandLocust・A

HandbookofGeneralAcridology・vol2Cam-

bridgeUnivPress；Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ６１３ＰＰ

１０安田慶次・法橋信彦１９８４セスジツチイナゴ

の単独と集合飼育間の諸形質の比較，応動昆講演要

旨(28）：１３

１１和田節１９７９．コブノメイガ幼虫の齢数に及ぼ

す飼育温度と稲の葉質の影響，応動昆23(1)：４２－

４３．

１２山中久明・中筋房夫・桐谷圭１台１９７５ハンモ

ンヨトウの発育と成虫の諸形質，およびそれらに及

ぼす飼育密度の影響，高知農林研報，７号：１－７．

１３山中正博・藤吉臨・高橋登美雄．１９８２．ミツモ

ンキンウワバの発育温度，日長との関係，九病虫研

究会報．２８：１５５－１５８．

（ＨｏｋｙｏａｎｄＦｕｊｉｓａｋｉ，１９８４；安田・法橋,1984）

についても報告されている。しかし脱皮多型の出現

婆因としては温度，餌の質，性，飼育密度など種によ

って様々である。本種の齢数の変動要因が，どのよう

な原因で起こり，生活史戦略の中でどのような役割を

果たしているかについては今後の課題である。

成虫飼育の結果，雄の存在（雌雄１対）によって雌

の生理的寿命が著しく延長する反面，雌の日当り産卵

数は逆に低下するという興味深い結果が得られた（未

交尾雌単独区との比較）、このことは性比が生存曲線

（/工）と産卵曲線（ｿ"｡[）に影響し内的自然増加率

を変える可能性を示唆しており，このような機構の究

明が必要であると考えられる。

本種のように「ヤシ類の新芽」と言う限られた生息

空間を持つ種にとって寿命が長いのにもかかわらず，

少しづつ長期にわたって産卵する習性は，好適条件下

での増殖のパラメーターである内的自然増加率の推定

値ともよく合致しているように思われる。すなわち，

１世代繁殖率Ｒｏ＝５３０，１世代平均期間Ｔ＝１８９４

日となり，これより内的自然増加率ｒ＝００２１／９／

日となった。また個体群の倍加速度もｔｄ＝３３０日と

推定され，ヤシの新芽での急激な増加は起こらないも

のと考えられる。このような本種の特性はヤシの新芽

の伸長速度ともうまく適合し，個体群の維持に有利と

考えられる。
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